
松
郷
入
幡
宮
天
文
十
二
年
号
般
若
経
紙
背
断
簡
文
書
（
三
）

國

守

進

 
本
稿
は
松
郷
八
幡
宮
（
宇
部
市
）
所
蔵
大
般
若
経
の
表
紙
裏
文
書
を
紹
介
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
「
山
口
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
」
（
三
号
、
一
九
九
四
）

に
（
一
）
、
「
山
口
女
子
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
」
（
創
刊
、
一
九
九
五
）
に
（
二
）

を
収
め
て
お
り
、
本
稿
（
三
）
は
そ
の
続
き
で
、
文
書
番
号
は
（
一
）
か
ら
継
続

さ
せ
て
付
し
た
。

 
本
紙
背
文
書
は
湿
損
に
よ
る
剥
脱
か
ら
偶
然
発
見
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
損
失

が
著
る
し
く
、
ま
た
、
経
本
調
製
の
た
め
文
書
が
論
断
さ
れ
た
た
め
、
大
部
分
は

復
源
困
難
な
状
態
で
あ
る
。
天
文
初
年
作
成
の
も
の
を
中
心
と
す
る
本
文
盆
景
は
、

断
簡
と
は
い
え
、
既
存
の
文
書
に
は
み
ら
れ
な
い
内
容
を
多
く
含
ん
で
お
り
、
戦

国
期
の
地
域
史
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
と
考
え
、
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で

あ
る
。
な
お
、
本
紙
背
文
書
全
体
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
「
戦
国
期
写
経
の
調
進
お

よ
び
紙
背
文
書
の
研
究
-
天
文
十
二
年
半
郷
八
幡
宮
大
般
若
経
に
つ
い
て
一
」
（
山

口
女
子
大
学
研
究
報
告
＝
号
、
一
九
八
五
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
紹

介
に
当
た
っ
て
は
一
定
基
準
に
基
い
て
分
類
整
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
あ
る
が
、

多
量
の
断
簡
の
接
続
、
解
読
の
作
業
が
継
続
的
に
必
要
で
あ
っ
た
た
め
、
全
体
と

し
て
は
混
乱
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
各
号
内
で
は
、
同
一
形
態
の
文
書

は
で
き
る
だ
け
ま
と
め
た
つ
も
り
で
あ
る
。

凡
例

1
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
た
。

2
破
損
欠
失
に
よ
り
判
読
不
能
の
箇
所
は
［
］
、
［
］
等
で
示
し
た
。

3
断
簡
の
部
分
は
「
」
等
で
示
し
た
。

4
文
書
の
原
形
を
伝
え
る
た
め
、
原
本
の
行
通
り
に
釈
文
を
作
成
し
た
。
ま
た
、

 
字
句
や
下
訳
の
位
置
も
原
則
を
作
ら
ず
、
各
原
本
に
従
う
こ
と
と
し
た
。

5
必
要
な
場
合
は
注
記
を
付
し
た
。

6
主
な
花
押
は
写
真
で
示
し
た
。

7
記
号
例
「
竃
N
。
。
一
）
」
は
断
簡
整
理
時
の
固
定
番
号
で
あ
る
。
「
b
。
蒸
器
N
・

 
b
。
刈
。
。
O
」
は
二
断
簡
文
書
が
接
続
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

 
な
お
、
本
稿
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
東
京
大
学
教
授
黒
川
高
明
氏
の
御
教
示

を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
付
記
し
、
謝
意
を
表
す
る
。

 
 
 
＝
一
＝
 
（
旨
コ
W
山
）

（
端
裏
書
）

「
］
貫
文
竹
内
次
左
衛
門
渡
之
御
奉
書

  一
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花
厳
寺
納
所
禅
師

申
七
ノ
十
四
日
到
来
候

＝
一
＝
口
（
b
o
O
α
剛
W
l
b
Ω
。
ト
の
刈
Q
o
（
）
）

伊
香
賀
左
近
将
監

 
 
 
 
昌
貞

L

 
 
存
知
事
候
而
自
然
頼
ま
い
ら
せ
候

某
厚
東
屋
敷
事
、
芸
州
先
年

於
［
目
院
、
房
数
得
御
意
候
へ
者
［

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

山口県立大学国際文化学部紀要 第3号（1997）

就
国
衙
切
田
名
僧
米
未
進
之
儀

御
奉
書
旨
被
仰
付
候
、
存
其
旨
候
、

彼
米
事
、
毎
年
勘
渡
仕
候
、
錐
然

「
（
端
裏
書
）

「「

＝
≡
一
一
（
一
〇
刈
〉
）

大
方
様
領
平
野
井
谷
当
［

御
内
方
月
俸
被
足
付
［

「
 
 
 
 
 
 
 
 
」

」

聴
心
軒

山
崎
左
馬
助
L

 
 
 
 
」

 
 
 
 
 
L

 
 
 
＝
二
四
（
］
≦
瞳
O
）

（
端
嚢
書
）

「
］
舐
殿
元
御
米
麦
銭
散
用
一
紙
目
録
」

昌
［
］
方
僥
御
米
銭
散
用
一
紙
目
録
事

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

 
 
 
＝
二
五
（
謡
∪
）

（
端
裏
書
）

「
］
天
文
十
一
年
十
一
月
十
四
日
」

 
尚
々
如
此
子
細
候
付
、
最
初
瀾
底
ハ

一一

齪
Z
 
（
一
H
田
）
）

 
 
尚
々
自
房
継
之
所
被
遣
候

 
 
料
足
に
て
候
、
御
急
候
間
、
．
明
日

態
遣
人
候
、
伍
某
事
、
一
昨
日

 
 
早
々
此
者
二
可
渡
候
、
以
上

自
御
陣
罷
下
候
、
福
原
三
郎
左
衛
門

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

＝
二
七
（
お
b
⇔
幽
）

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

す
る
四
百
五
十
文
ノ
事
ハ
御
と
り
か
へ

候
て
可
給
候
、
い
か
さ
ま
参
候
て
御
め
に
か
〉
り

御
礼
可
申
入
候
、
恐
々
謹
言

 
天
文
二
年
ミ
つ
の
と
の
ミ

「

三
八
（
］
≦
謡
∪
）

「此
外
御
免
許
分

已
上
拾
六
石
七
斗
四
升

同
天
文
参
押
年
分

拾
八
石
参
斗
四
升
四
合

「

納
御
米
惣
辻

L」

」
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松郷八幡宮天文十二年大般若経紙背断簡文書（三）

 
 
 
＝
二
九
（
H
O
じ
d
）

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

何
者
申
候
哉
、
承
候
て
可
相
尋
候
、

新
衛
門
か
た
く
依
糺
明
候
、
此
分
書
付

申
候
、
為
御
披
見
副
進
之
候

定
而
至
長
徳
庵
之
趣
、
急
度

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

 
 
 
一
四
〇
（
］
≦
α
q
。
∪
）

「弐
百
文
 
 
 
 
 
 
 
右
買
米
俵
数
「

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
縄
上
巻
之
代
、
俵
誘

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
入
目
共
二
下
行
之

残
而
四
貫
五
百
文
 
 
 
右
買
米
七
石
小
国
六
升

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
合
五
勺
之
代
二
遣
方
之

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

 
 
 
一
四
一
（
H
経
》
）

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

 
 
延
米
弐
拾
石
九
斗
四
合
 
斗
別
三
升
宛

単
御
米
 
九
拾
石
五
斗
八
升
七
合
五
勺
内

 
 
斗
違
参
石
六
斗
弐
升
三
合
弐
勺

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
右
同
前

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

 
 
 
一
四
二
（
目
H
O
）

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

調
次
第
送
進
上
之
候
、
相
残

分
重
塁
遂
収
納
候
、
可
得

御
意
候
、
恐
憧
謹
言

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

 
 
 
一
四
一
一
一
（
H
b
の
H
し
d
）

「
」
御
石
塔
之
代
被
［
候

 
 
］
宗
僧
在
勘
渡
以
此

 
 
］
追
而
可
被
立
御
散
用
候

 
 
口
謹
言

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
O
墨
線
デ
消
去
ス
ル

 
 
 
一
四
四
（
H
o
。
O
口
口
）

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

御
奉
書
無
油
断
勤
仕
候
条

為
御
憐
窓
被
遣
候
、
在
勘
渡

以
此
一
筆
傍
而
可
被
備
御
勘
定
候

恐
々
謹
言

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
o
墨
線
デ
消
去
ス
ル

 
 
 
一
四
五
（
卜
。
8
0
d
）

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

'
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山口県立大学国際文化学部紀要 第3号（1997）

左
衛
門
大
夫
被
渡
遣
、
執
彼

請
取
状
、
追
而
可
□
有
御
散

用
之
由
候
、
恐
々
謹
言

「

一
四
六
（
H
劇
0
じ
ロ
）

」

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

用
事
候
、
御
油
噌
之
内
壱
斗

可
被
送
進
之
候
、
対
別
当
彦
左
衛
門

可
被
渡
遣
候
、
以
此
一
筆
可
有

御
散
用
之
由
候
、
恐
々
謹
言

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

一
四
七
（
蜜
H
O
H
Y
H
）

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

不
直
無
是
非
候
、
以
此
上
可
遂
糺
明
候
、
殊
毎

年
至
薦
屋
人
足
津
出
候
、
当
年
ハ
於
合
田
可

被
請
□
候
間
、
万
一
百
姓
菟
角
於
申
□
可
為

浮
沈
候
、
此
条
堅
固
可
被
存
其
旨
之
由
、
能
々

No． 147

可
申
旨
候
、
恐
々

「「］
申
［

一
四
八
（
H
O
N
O
）

］
之
趣
令
存
知
［

L

〕
以
此
一
筆
追
而
可
被
立
［

口
用
之
由
候
、
景
忠
へ
此
分
可
被

渡
候
、
恐
々
謹
言

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

「

一
四
九
（
鵠
刈
∪
）

」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
L

二
月
十
一
日
 
 
 
透
龍
（
花
押
）

山
崎
伊
豆
守
殿

一
五
〇
（
N
N
U
）

「候
て
可
給
候
、
た
の
ミ
申
候

か
し
く

 
 
 
 
 
三
月
二
日

「「

一
五
一
（
刈
。
。
O
山
表
）

 
 
 
三
月
一
日

花
厳
寺
納
所
 
御
返
報

し

か
け
忠
（
花
押
）

 
 
 
 
 
 
」

房
秀
（
花
押
）

L
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松郷八幡宮天文十二年大般若経紙背断簡文書（三）

 
 
 
一
五
二
（
刈
。
。
O
よ
裏
）

 
 
 
同
日

〕
十
九
文
賀
野
源
助
名

 
 
 
 
大
明
神
御
供
備
分

 
 
 
 
大
郎
衛
門
弁

 
 
 
同
日

 
口
文
 
同
所
弘
末
権
大
夫
分

 
 
 
 
弥
三
郎
弁

 
 
 
同
日

 
口
文
 
同
所
大
郎
丸
名
施
福
給

 
 
 
 
宮
仕
法
師
弁

「 
 
 
一
五
三
（
き
N
し
d
）

「

 
 
 
 
嶺
舶
＝
蛎

…
音
脂
鞭
盟
隷
団
＋
V
旦
鵠

…
 
□
暴
瑠
華
豊

…
 
 
「
牽
＝
昇
旦
＝
耳
a
甲
寅
T
「
宿
 
」

…
 
罷
墨
三
二
脅
 
．
婁

… 

@
岳
田
墨
身
三
肴
号
［
］
三
十
國
旦
□

｝
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

○
折
紙

 
 
 
 
L

，
鞭

 鞍  酢
  1，轟

     蓬

   曝轟
No． 152， No． 151

 
 
 
 
 
卯
月
廿
三
日
 
 
 
守
村
（
花
押
）

 
 
瑞
応
庵
侍
者
禅
師

 
 
 
一
五
四
（
り
』
一
ト
◎
（
U
●
ω
◎
o
（
）
）

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

所
用
候
、
国
辱
候
す
る
料
足
御
［

御
渡
候
て
可
給
候
、
奉
頼
候
、
く
わ
し
く
［

此
も
の
申
へ
く
候
、

 
 
 
 
か
し
く

 
 
 
 
 
七
月
二
日
 
 
 
 
信
将
（
花
押
）

 
 
 
一
五
五
（
H
O
O
O
）

「可
被
遂
注
進
之
由
「
 
 
 
 
 
 
」

 
 
 
 
 
七
月
六
日
 
 
 
 
景
忠

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
玄
寿

 
 
 
 
 
毛
利
若
狭
守
殿

 
 
 
 
 
品
川
治
懇
懇
殿

 
 
 
一
五
六
（
一
q
◎
一
切
〉

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

右
大
概
注
文
如
件

 
 
 
 
 
十
月
五
日
 
 
 
 
 
護
宗
（
花
押
）

 
 
 
 
奈
良
橋
和
泉
入
道
殿

 
 
 
 
肥
留
惣
右
衛
門
尉
殿
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山口県立大学国際文化学部紀要 第3号（1997）

「「

一
五
七
（
竃
Q
。
心
O
）

十
［
 
］
日

奈
良
橋
和
泉
入
道
殿

肥
留
惣
右
衛
門
尉
殿

一
五
八
（
頴
ω
b
d
）

享
禄
五
年
辰
七
月
一
日

毛
利
若
狭
守
殿

房
重
（
花
押
）

護
宗
（
花
押
）

忠景
空聾

L

鑛繧難灘嚢難鶴藩慧撫i

No． 159， No． 154

No， 153， No． 157

一
五
九
（
H
Q
。
O
）

「眺
物
下
候
て
渡
可
申
也

 
 
天
文
二

 
 
 
 
六
月
二
日

 
 
 
藤
田
与
五
郎
殿

一
占
ハ
O
（
 
O
切
）

肥
惣

景
忠
（
花
押
）

L

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

立
御
散
用
候
、
恐
々
謹
言

 
 
天
文
五
年
丙
申

 
 
 
 
七
月
五
日
 
 
 
 
 
昌
貞
（
花
押
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○
墨
線
デ
消
去
す
る
。

一
占
ハ
一
 
（
］
≦
N
O
l
O
）

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

御
座
候
共
、
奉
願
候
、
子
細
囲
者
可
申
候
、

恐
々
謹
言

 
 
天
文
十
二
卯

 
 
 
 
五
月
十
四
日
 
 
 
 
 
梵
祐
（
花
押
）

 
 
 
肥
留
惣
右
衛
門
尉
殿
「
」
進
塁
「

「

一
六
二
 
（
切
斜
切
一
N
・
］
≦
N
Q
O
O
-
一
）

「黒
瀬
雅
楽
［

黒
瀬
小
三
郎

 
L

黒
瀬
「
！
」

山
田
与
四
郎
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松郷八幡宮天文十二年大般若経紙背断簡文書（三）

川
内
山
新
四
郎

蔵
田
大
膳
進

山
本
主
水
允

伊
香
賀
采
女
允

沓
屋
助
九
郎

黒
瀬
三
郎
右
衛
門
尉

□
海
四
郎

「

川
内
山
［

矢
田
部
九
郎
［

山
本
彦
四
［

中
山
四
郎
［

沓
屋
治
部
［

山
田
八
郎
左
［

世
良
左
馬
允

 
 
 
 
」

一
六
一
一
一
（
q
圃
O
-
N
・
】
≦
㊤
∪
）

「深
町
神
右
衛
門
尉

横
山
源
兵
衛
尉

脇
 
藤
三
郎

毛
利
彦
三
郎

脇
 
大
炊
助

小
野
山
刑
部

L

No． 163

黒
瀬
孫
兵
衛
尉

黒
瀬
助
四
郎

川
内
山
弥
三

三
吉
与
三
左
衛
門
尉

鮎
川
三
郎
四
郎

「

一
六
四
（
紹
切
）

「新
庄
藤
右
衛
門
尉

椋
惣
右
衛
門
尉

下
瀬
孫
三
郎

椋
 
助
七

長
得
主
計
允

「

一
六
五
（
＄
O
）

「川
内
山
平
七

延
次
与
四
郎

埼
玉
大
蔵
左
衛
門
尉

黒
瀬
久
四
郎

「「

一
六
六
（
O
O
釦
〉
）

黒
瀬
善
太
郎

黒
瀬
平
四
郎

川
内
山
帯
刀
左
衛
門
尉

横
山
与
三
郎

 
 
 
 
 
 
 
L

今
留
孫
六
右
衛
門
尉

波
多
野
藤
蔵
人

松
永
新
兵
衛
尉

松
永
新
右
衛
門
尉

黒
瀬
太
郎
左
衛
門
尉

 
 
 
 
 
 
 
」

」

 
 
 
 
L

白
井
弥
太
郎

長
得
藤
太
郎

清
水
与
二
郎

黒
瀬
彦
六

 
 
 
 
 
」

〇
一
六
二
～
一
六
五
号
ハ
同
一
文
書
力

L
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山口県立大学国際文化学部紀要 第3号（1997）

九
石
八
斗
六
升

 
大
窪
余
三

十
石

 
白
仁
与
一

壱
石
四
斗

 
貞
弘
助
太
郎

拾
三
石

 
安
岐
新
三

「

一
六
七
（
b
。
O
㎝
じ
d
）

軒
五
石

 
江
良
新
六

五
十
石

 
宮
川
甲
斐
馬

 
 
」
右
衛
門
尉

贈
六
八
（
8
＞
）

「
 
 
 
 
 
」

 
荒
□
彦
十
郎

十
五
石

 
清
水
新
兵
衛
尉

三
石
足

 
古
屋
平
七

六
石
七
斗
除
屋
敷
分

 
宮
原
隼
人
佐

壱
石

 
水
津
平
兵
衛
尉

「

十
石

 
川
上
又
四
郎

七
石
弐
斗

 
溝
杭
孫
四
郎

弐
石
七
斗

 
貞
弘
鍋
千
世
代

弐
石

 
中
領
新
左
衛
門
尉

 
 
 
 
 
 
」

 
 
 
 
 
 
 
L

五
十
二
石
八
斗

 
毛
利
太
郎
左
衛
門
尉

二
十
二
石

 
江
良
善
四
郎

三
十
七
石

「
 
 
 
 
 
 
 
 
」

口
石

 
帆
足
小
四
郎

十
石

 
内
海
二
郎
左
衛
門
尉
代

十
石

 
鮎
川
四
郎
兵
衛
尉

拾
石

 
今
八
幡
勘
解
由
左
衛
門
尉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

〇
一
六
六
～
一
六
八
号
ハ
同
一
文
書
力

一
六
九
（
H
8
切
）

「酒
向
宮
内
左
衛
門
尉

鮎
川
四
郎
兵
衛
尉

拾廿
石石 L

今
八
幡
勘
解
由
左
衛
門
尉

町
田
新
右
衛
門
尉

小
野
源
兵
□

「「

 世拾十
」石石石

一
七
〇
（
ω
◎
◎
H
》
●
竃
一
N
一
）
山
）

L

 
惣
得
田
四
町
弐
反
小
□
田
色
々
除
定

 
 
 
 
除

 
 
弐
反
六
十
歩
 
 
 
依
為
深
田
除
之

残
四
町
六
十
歩

 
 
 
分
麦
捌
石
三
升
四
合

 
 
 
 
延
壱
石
六
斗
六
合
八
勺

 
 
 
以
上
九
石
六
斗
四
升
八
勺

 
 
 
 
請
加

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

一
七
一
（
H
密
》
）

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
七
百
六
十
六
文
理
山
口
和
市
渡
之

 
 
 
 
已
上
六
拾
六
石
参
斗
三
升
七
合
六
勺

 
残
百
三
拾
三
石
玖
斗
弐
升
六
両
三
嘉

元
石
残
分
辻

 
 
百
玖
拾
九
石
参
斗
八
升
九
勺
三
才

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

「

一
七
二
（
ω
O
O
剛
W
一
ω
●
b
の
O
（
）
一
一
）
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松郷八幡宮天文十二年大般若経紙背断簡文書（三）

 
 
 
 
逢
「

弐
貫
文
 
 
 
 
 
 
□
銭

壱
貫
五
十
文
 
 
 
 
 
［
］
二
東
代

五
百
九
十
文
 
 
 
 
 
木
具
代
色
々

百
文
 
 
 
 
 
 
 
 
索
麺
代
不
足
分

百
文
 
 
 
 
 
 
 
油
一
盃
代

 
 
 
已
上
参
貫
七
百
九
十
文
内

 
 
 
分
米
五
石
六
斗
八
升
五
合

 
 
 
 
 
足
付

「「

三
石
二
斗
二
升
四
合
単

一
七
三
（
α
銭
）
二
日
O
）

升
谷
二
郎
衛
門
進
納
母
御

 
 
 
 
 
 
 
 
 
」L

］
僧
 
 
 
百
十
一
文

口
弘
 
二
貫
七
百
世
二
文
内
左
栢
対
一
文
鴨
鰍
下
川

 
 
 
定
銭
二
貫
四
百
五
十
八
文
内

口
大
夫
分
 
三
百
十
五
文

〕
庵
口
 
六
百
八
文
 
 
 
隠
 
［

］
庵
 
 
三
百
廿
三
文
 
 
□
次
郎
 
 
二
百
八
十
四
文

目
 
 
 
三
貫
九
百
廿
六
文
三
百
九
＋
又
応
永
廿
年
川

 
 
 
定
銭
三
貫
七
百
世
一
文

口
 
 
 
 
四
百
四
十
八
文

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

「

一
七
四
（
o
◎
ω
〉
●
ζ
朝
O
H
）
．
o
o
o
o
H
）
）L

 
 
 
定
銭
 
二
貫
三
百
五
十
文

口
 
 
四
百
七
十
七
文

口
 
 
六
百
八
十
九
文
内
 
瀦
蒋
郎
配
栢
柑
紋
文

口
 
 
五
百
十
三
文
内
 
舶
齢
五
鵬
甜
梱
什
畑
奴

］
夫
 
七
百
廿
二
文

尾
谷
 
 
五
百
四
十
二
文
内
廿
五
文
平
苧
代

 
 
 
定
銭
 
五
百
十
八
文

］
河
内
 
二
貫
百
八
十
六
文
内

 
 
 
 
一
貫
三
百
廿
三
文

 
 
 
 
三
百
五
十
八
文
内
野
五
＋
八
文
刀
祢

「「］ 
口
方

 
善
継

 
自
分

一
正
次

「「

一
七
五
（
α
刈
一
）
I
N
●
7
臼
り
O
）

」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
L

定
銭
四
百
六
十
一
文
内

 
 
 
 
西
分

廿
九
文
 
 
堀
方
 
 
廿
九
文

四
百
三
文
内
漱
郷
方
甜
配
故
＋
五
□

 
 
二
貫
七
文
内
二
百
廿
文
応
永
世
年
［

定
銭
一
貫
七
百
八
十
七
文
内
．

］
百
八
十
七
文
 
 
彦
三
郎
 
 
四
百
［

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

一
七
六
（
】
≦
b
o
ω
一
）
・
。
。
O
＞
）

帯
刀
方

善
継
 
 
 
庄
方

掃
部
分

定
銭
六
百
六
十
五
文
内

十
文
 
 
 
 
兼
丸
孫
九
郎

二
百
文
 
 
 
原
方

二
百
六
十
六
文

百
文

L
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山口県立大学国際文化学部紀要 第3号（1997）

一
光
真

「

 
 
四
百
七
十
六
文
内
 
五
文
応
、
永
世
年
川

 
定
銭
四
百
七
十
一
文

 
］
十
文
 
 
自
分
話
方
 
［

］
四
百
九
十
三
文
内
牝
政
文
釈
［

一
七
七
（
刈
。
。
U
・
O
O
》
）

「 
次
郎
大
夫
 
三
百
十
五
文
内
廿
一
文
 
諏
訪
大
明
神
田
除

 
 
 
 
 
定
銭
二
百
九
十
四
文

 
六
郎
大
夫
 
三
百
廿
六
文

一
木
津
 
 
四
貫
四
百
世
九
文
内
 
五
＋
文
平
苧
代

」L

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
M

擬
耀
欝

「

定
銭
四
貫
三
百
八
十
九
文
業

U
 
八
百
十
五
文

源
内
 
 
二
百
九
十
四
文

［
七
八
（
7
貞
N
Q
o
U
。
α
心
〉
）

」

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

一
稲
［
 
 
 
］
六
十
一
文
内
仁
栢
獄
＋
文
穂
靱
煙
内
除

 
 
 
 
 
定
銭
四
百
七
十
六
文
内

 
次
郎
方
 
三
百
八
十
文
 
 
彦
六
方
 
九
十
六
文

一
稲
吉
 
 
八
百
五
十
七
文
内
廿
六
文
応
永
廿
川

 
 
 
 
定
銭
 
八
百
廿
一
文
内

 
孫
十
郎
 
二
百
世
四
文
 
左
衛
門
五
郎
 
百
五
十
五
文
内
齢
劒
筋

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
孫
七

 
孫
三
郎
百
文
 
 
 
孫
次
郎
 
 
 
百
四
十
三
文

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
差
分

 
孫
大
郎
 
百
廿
五
文
 
 
帯
刀
方
 
 
 
廿
七
文

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

「「「

一
七
九
（
お
》
）

安
養
寺

壱
貫
五
＋
三
文
内
灘
講
燈
［

一
八
O
（
o
。
圃
》
）

］
木
 
二
貫
九
百
六
十
一
文
内

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
貫
百
十
八
文

 
 
定
銭
一
貫
七
百
九
十
三
文
内

L」

L

刀
祢
分
除
之
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松郷八幡宮天文十二年大般若経紙背断簡文書（三）

 
］
大
夫

 
］
大
夫

「

 
 
 
 
 
 
刀
祢

四
百
五
十
文
 
 
平
三
 
二
百
廿
二
文

二
百
四
文
内
襯
嚇
郎
甜
伍
針
四
文

 
 
 
 
 
」
 
自
分
 
二
百
五
十
八
文

一
八
一
（
紹
〉
）

「］
橋

］
反
神
田

ロ
八
方

「「「

 
 
 
 
 
無
染
庵

百
十
文
 
 
 
源
次
郎
 
 
百
四
十
六
文

 
三
百
四
十
一
文
内
＋
文
応
、
水
世
年
川

定
銭
三
百
廿
一
文
内

 
 
 
 
 
 
下
畑

 
百
十
一
文
 
 
刀
祢
 
 
百
十
一
文

一
八
二
（
］
≦
お
U
）

L」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五
郎
大
夫
［

口
大
夫
 
二
貫
五
百
七
文
内
二
百
五
＋
文
阿
瑞
僧
跡
一
色
聞
除
之

 
 
 
 
定
銭
二
貫
二
百
五
十
七
文

］
衛
門
次
郎
 
三
百
三
十
文
 
左
衛
門
五
郎
栢
一
一
敏
納
郎

「 
善
蜜

 
自
分

一
貞
友

一
八
三
（
q
O
U
）

壱
貫
八
＋
文
内
伯
黙
九
敢
百
四
＋
七
文

 
 
 
 
 
 
三
郎
次
郎
四
百
五
十
五
文

壱
貫
廿
八
文
内
栢
価
伍
奴
鴨
転
世
年
川

L

L」

」

「

定
銭
八
［
U
十
□
文
頭

一
八
四
（
切
O
＞
）

彦
五
郎
 
三
百
文

「
 
 
 
 
 
 
 
」

 
 
 
 
 
」

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

新
分
 
 
 
壱
貫
二
百
世
三
文
内
二
百
七
＋
文
西
足
谷
不

 
 
 
 
定
銭
九
百
五
十
三
文
内

五
郎
大
夫
 
三
百
廿
五
文
 
 
三
郎
太
郎
 
 
二
百
廿
文

十
郎
次
郎
 
二
百
八
文
 
 
 
藤
十
郎
 
 
 
百
廿
文

惣
大
夫
 
 
七
十
文

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

 
 
 
一
八
五
（
切
。
。
〉
）

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

一
筏
太
郎
 
六
百
八
十
九
文
内
廿
文
応
永
世
［

 
 
 
 
定
銭
 
六
百
六
十
九
文

一
殿
林
 
 
七
百
廿
二
文
内
六
＋
五
文
日
永
世
川

 
 
 
 
定
銭
 
六
百
五
十
七
文

一
［
］
 
 
二
百
五
十
八
文
 
「
 
」
応
永
箇
年
川

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇
一
七
三
～
一
八
五
号
ハ
同
一
文
書
力
。

 
 
 
一
八
六
（
旨
軽
U
山
・
H
呂
》
Y

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

 
除
十
八
石
四
斗
一
升
七
合
九
勺

 
 
 
 
 
毛
利
彦
七
 
渡
辺
彦
右
衛
門
尉
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乃
美
右
衛
門
大
夫
 
新
給
分

残
七
拾
六
石
七
斗
七
升
六
勺

 
請
加
七
石
六
斗
五
升
八
合
四
勺
 
加
増
米

井
八
拾
四
石
四
斗
二
升
九
合

 
延
米
五
石
九
斗
九
合
四
勺

 
 
 
 
 
 
 
 
石
別
七
升
宛

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

山口県立大学国際文化学部紀要 第3号（1997）

一
八
七
（
O
切
∪
幽
）

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

以
上
七
拾
八
石
九
斗
「

 
 
右
勘
米
分
と
し
て
前
々
よ
り
御
立
用
之

已
上
八
拾
石
四
斗
七
升
五
合
遣
方
之

 
□
拾
八
石
壱
斗
八
升
五
合
四
勺
未
進
分
也

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

一
八
八
（
H
♂
切
）

「 
参
拾
石
 
 
 
「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

 
 
 
 
 
 
 
請
取
有
之

 
拾
石
 
 
 
 
同
所
へ
送
之
、
景
忠
御
奉

 
 
 
 
 
 
 
書
之
前
、
両
人
請
取
有
之

 
拾
参
石
五
斗
六
升
五
合
 
同
所
臼
送
之
、
同
人
御
奉
書

 
 
 
 
 
 
 
前
、
糸
原
彦
太
郎
、
白
上
修
理

「
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

（
訂
正
）

 
五
五
号
文
書
の
「
徳
心
軒
」
は
「
聴
心
軒
」
の
誤
読
で
あ
る
。

こ
こ
に
訂
正
す
る
。
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